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［
企
画
調
整
室
・
販
売
課
］
中
部
森
林
管
理
局

に
お
け
る
施
策
の
検
討
や
民
有
林
・
国
有
林
を

通
じ
た
一
体
的
な
林
政
を
展
開
す
る
た
め
管
内

四
県
（
長
野
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
富
山
県
）

と
調
整
の
上
、
昨
年
九
月
に
林
政
連
絡
会
議
を

設
置
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
と
な
る
会
議
を
林

業
事
業
体
育
成
協
議
会
と
併
せ
て
六
月
二
十
日

か
ら
七
月
十
五
日
に
か
け
各
県
そ
れ
ぞ
れ
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

局
か
ら
は
、
主
に
平
成
二
十
三
年
度
事
業
概

要
や
事
業
量
、
今
後
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

策
定
を
支
援
す
る
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
に
対

す
る
考
え
方
、
林
業
事
業
体
の
育
成
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、

森
林
施
業
の
共
同
団
地
化
等
に
よ
る
森
林
整
備

の
推
進
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
、
木
材
の
安
定
供
給
と
い
っ
た
民
有
林

と
国
有
林
が
一
層
連
携
す
る
た
め
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各

県
か
ら
も
民
有
林
施
策
の
概
要
、
重
点
取
組
事

項
、
事
業
量
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

　

特
に
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ
た
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
が
七
月
よ
り
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
、
県
職
員
と
森
林
管
理
局
職
員

と
の
連
携
の
あ
り
方
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
お
互
い
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
活
動
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
生
間
の

意
見
交
換
を
実
施
す
る
こ
と
、
今
後
も
綿
密
に

意
見
交
換
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
安
定
供
給
や
野
生
鳥
獣
被
害

の
防
止
な
ど
両
者
が
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と

で
一
層
の
効
果
の
発
現
が
期
待
で
き
る
課
題
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
、
両
者
が
協
力
し

て
い
く
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
と
も
引
き
続
き
本
連
絡
会
議
を
通
じ
て
意
見

交
換
を
行
い
、
民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
を
進

め
、
課
題
の
共
通
認
識
を
醸
成
し
つ
つ
、
協
力

し
な
が
ら
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
国
有
林
野
管
理
課
］
七
月
十
一
日
、
中
部
森

林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三

年
度
「
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
」（
高

植
協
）
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
植
協
は
、
長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に
民

有
林
に
お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
と
地
域
内

の
美
化
を
目
的
に
、
中
部
森
林
管
理
局
、
環
境

省
、
長
野
県
の
行
政
機
関
や
報
道
、
交
通
、
教

育
、
観
光
、
山
岳
等
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
長
野
県
山
岳
協
会
や
長
野
県
自

然
保
護
連
盟
な
ど
二
十
八
名
が
出
席
し
、
副
会

長
で
あ
る
環
境
省
長
野
自
然
環
境
事
務
所
長
の

挨
拶
に
続
き
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
、
会
計

の
報
告
及
び
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
、
予

算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
五
地
区
の
協
議
会
か
ら
の
報
告
で

は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
国
立
公
園
等
へ
の
入

り
込
み
者
数
は
前
年
比
一
二
三
㌫
の
二
千
十 

三
万
六
千
人
で
し
た
。
違
反
に
対
す
る
指
導
件

数
は
、
高
山
植
物
無
許
可
採
取
、
摘
み
取
り
、

踏
み
荒
ら
し
等
、
一
九
一
六
件
と
前
年
比

一
三
三
㌫
で
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
き
た
最

近
十
年
で
は
初
め
て
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、入
り
込
み
者
の
増
加
も
あ
り
ま
す
が
、

近
年
登
山
初
心
者
が
増
え
た
結
果
、
登
山
の
基

本
的
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
不
知
に
よ
る
立
入
禁

止
区
域
へ
の
侵
入
が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岐阜県林政連絡会議（岐阜県庁）の様子

長野林政協議会総合委員会（中部森林管理局）の様子

管
内
各
県
と
の
連
携
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

総会の様子

第
五
十
回
高
山
植
物
等
保
護
対
策

協
議
会
総
会
を
開
催

第
五
十
回
高
山
植
物
等
保
護
対
策

協
議
会
総
会
を
開
催
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ま
た
、
外
国
人
登
山
者
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
持

ち
込
み
が
増
え
て
お
り
、
指
導
員
も
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
今
後
は
外
国

人
登
山
者
に
対
す
る
効
果
的
な
保
護
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
各
地
に

お
い
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
に
よ
る
食
害
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
関
係

機
関
に
よ
る
有
効
的
な
防
止
対
策
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

一　

植
物
の
盗
採
、
採
取
防
止

二�　

踏
み
荒
ら
し
、
立
入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入

防
止

三　

ペ
ッ
ト
持
ち
込
み
の
自
粛
推
進

四　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

五　

野
生
獣
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
防
止

六　

登
山
初
心
者
へ
の
マ
ナ
ー
等
の
徹
底

が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
対

す
る
登
山
道
の
荒
廃
を
懸
念
す
る
意
見
及
び
、

保
護
思
想
の
高
揚
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
も
っ

と
多
様
化
し
て
活
用
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
次
年
度
の
事
業
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

高
植
協
の
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画

は
、

一　

高
山
植
物
等
の
保
護
思
想
の
高
揚

二�　

高
山
帯
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
自
粛
へ

の
指
導

三�　

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
及
び
強
化
週
間
の

実
施

四　

野
生
獣
に
よ
る
植
物
の
食
害
対
策
の
実
施

等
を
目
標
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所
で
の
積

極
的
な
保
護
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

［
指
導
普
及
課
］

［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

八
月
二
日
、
木
曽
郡
内
の
小
中
学
校
の
教
職

員
を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修

会
が
、
阿
寺
国
有
林
及
び
伝
統
木
工
製
品
の
製

作
工
房
を
訪
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
児
童
・
生
徒
に
森
林
環
境

教
育
の
普
及
を
図
る
た
め
、
生
徒
を
教
え
る
先

生
に
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
長
野
県
と
共
催
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
中
は
、
八
校
か
ら
参
加
し
た
十
名
の
先

生
が
、
自
ら
も
小
中
学
校
の
教
師
を
勤
め
、
長

野
県
植
物
研
究
会
々
員
で
も
あ
る
楯
先
生
の
案

内
に
よ
り
、
阿
寺
渓
谷
の
植
物
の
名
前
や
特
徴

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
間
伐
実
行

後
の
造
林
地
に
移
動
し
て
間
伐
の
必
要
性
、
間

伐
後
の
林
地
の
変
化
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
大
桑
村
で
神
社
仏
閣
の
屋
根
修

復
材
を
製
作
し
て
い
る
木
工
会
社
を
訪
ね
、
木

曽
で
生
産
さ
れ
た
木
材
が
、
貴
重
な
文
化
財
の

修
復
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
や
、
技
術
者
育
成
の

重
要
性
を
社
長
さ
ん
か
ら
聞
か
さ
れ
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
上
松
町
内
の
網
代
製
作
工
房
を
訪
ね

て
、
木
曽
で
育
っ
た
天
然
の
ネ
ズ
コ
を
極
限
ま

で
薄
く
剥へ

ぎ
、
壁
板
や
天
井
板
に
組
み
上
げ
る
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「
教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
・

　

林
業
体
験
学
習
研
修
会
」
を
開
催

管
内
各
地
域
に
お
い
て


